
(1) 派 遣 先 静岡県静岡市清水区 給水活動場所 清水興津小学校

(2) 派遣期間 ９月２５日（日）～２８日（水）の４日間

(3) 派遣体制・職員

(4) 派遣車両 応急給水タンク車（２トン） １台

※応援給水の参加状況

①岐阜県支部 大垣市、可児市から、応急給水タンク車（２トン）各１台、参加

②中部地方支部 静岡、愛知、三重、福井、石川、富山、新潟、長野の各県から各３市参加

令和４年９月２４日（土）、静岡市清水区における台風１５号に伴う断水被害を受け、

同日、公益社団法人日本水道協会静岡県支部より給水車の応援要請があったことから、

同日から２８日（水）まで、給水車（２ｔ）１台と職員５名を派遣し、同市での給水活

動に従事した。

静岡市における応援給水活動について

１ 概要

資料３

４ 活動経過

５ 今後の検討課題

２ 派遣の概要

班 活動期間 所属 氏名

第１班 ９月２５日（日）～
２７日（火）午前

維持管理課 北野健太朗主任

営業課 中野克哉技師

第２班 ９月２７日（火）午後
～２８日（水）

維持管理課 河田正義主査

営業課 小寺一輝主任技師

上水道施設課 南谷俊樹主任

３ 被害の状況

９月２４日（土） １６時 日本水道協会中部地方支部から応援要請

２０時 出発式、静岡市へ出発

９月２５日（日） ５時４５分 静岡市門屋配水場に到着

６時３０分 清水興津小学校で給水活動開始

以後、２～３時間おきに、給水作業（５回）を行い、

給水のため配水池を往復

２１時 給水作業を終了

２３時 宿泊所へ帰着

９月２６日（月） ７時～２１時 給水作業（５回）実施

※田辺静岡市長が訪問、

感謝の言葉をいただく。

２１時 給水用仮設タンク設置

９月２７日（火） ７時～２１時 給水作業（５回）実施

１３時３０分 第２班が到着。引継を実施。

１４時２０分 引継が終了。

第１班は帰庁（１９時 到着）

９月２８日（水） ７時～２１時 給水作業（４回）実施

21時 岐阜市の応急給水作業終了

９月２９日（木） １５時 第２班が上下水道事業部庁舎に帰着

(1) 応急給水派遣体制の充実

被災地での長時間、過酷な環境での活動のため、人員を充実させて派遣することが必要。

特に、被害状況等が分からない中で派遣される第1班の時には、人員増が必須。

(2) 職員の応急給水作業の習熟

急な被災地派遣の際にも、多くの職員が対応できるよう、給水作業、給水車の操作方法など

研修を充実

清水区の約６割にあたる約６万３０００世帯で断水となった。（9/27）

※清水区の住基人口 229,254人、世帯数 105,569世帯


